
１１月１２日（土）　2022年度新人戦２回戦
【試合結果】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

奈教大 0 0 0 0 0 0 4 0 2 6

大公大 0 5 0 0 0 2 2 1 X 10

【打者成績】 【打者成績】
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1 中 西山 2 5 2 4 1 二右 樋口 1 4 1 3

2 捕 大河 2 5 1 1 2 三 田中 2 4 3 1

3 遊 中谷 2 5 0 0 3 一 石守 1 3 0 0

4 一 高岸 2 4 1 0 打一 小林 1 2 0 0

5 右 小島 1 4 1 0 4 右遊 大西健 1 5 0 1

6 二 曽根 1 4 2 0 5 指 近藤 1 4 1 0

7 左 山嵜 1 2 0 0 打指 京橋 1 0 0 0

左 鈴木 1 2 0 0 6 捕 中村 2 1 0 0

8 三 村田 2 3 0 1 捕 小田 1 2 0 0

9 投 中矢 2 3 1 0 7 中 山中 2 2 1 0

投 寺尾 1 ー ー ー 8 左 小泉 2 2 2 2

打 佐藤竜 2 1 1 0 左 尾北 1 0 0 0

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点 9 遊 疋田 1 1 0 0

9 1 0 0 3 38 9 6 打 三木 1 1 0 0

二 松井 2 1 0 2

投 桑木 2 ー ー ー

鍵 2 ー ー ー

古谷 2 ー ー ー

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

5 8 2 0 1 32 8 9

【投手成績】 【投手成績】
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中矢 6 104 30 23 7 5 5 7 5 桑木 6 75 22 22 4 8 0 0 0

寺尾 2 44 12 9 1 0 3 3 1 鍵 1 32 7 7 3 0 0 4 0

合計 8 148 42 32 8 5 8 10 6 古谷 2 32 10 9 2 1 1 2 0

合計 9 139 39 38 9 9 1 6 0
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【戦評】

先発の桑木は初回から安定したピッチングを見せ、三者凡退に抑えます。そこから６回まで、同回に複数安打を許すことなく８

個の三振を奪い、無失点でマウンドを降ります。

一方攻撃面は、三者凡退の後の２回、一死から近藤が安打で出塁すると、中村は四球、続く山中は安打で繋ぎ、満塁とします。

このチャンスで打席に立った小泉は、期待に応えるバッティングで安打を放ち１点を先制します。その後二死としてから樋口が

タイムリーを放ち２点を追加、さらに悪送球の間に小泉が生還し１点追加します。続く田中啓にもタイムリーが飛び出し１点追

加、この回一挙５点を獲得します。しかし５回までは、三者凡退やチャンスを活かせない場面が続きます。

６回裏、先頭が相手の失策で出塁し、その後死球と四球が連なり無死満塁のチャンスを迎えます。ここでも打席を任された小泉

は、再び期待に応える安打を放ち１点を追加、その後樋口の犠牲フライでさらに１得点し、相手を引き離します。

７回にマウンドを託された鍵は、先頭打者に二塁打を許すも、その後を打ち取り二死とします。しかし、味方の失策によって１

点を返されると、さらに安打で一三塁とされます。ここで抑え切りたいところですが、次の打者に本塁打を放たれ一気に３点を

奪われてしまいます。

点を取り返したい７回の裏、二死に追い込まれてから小田が相手の失策で出塁すると、連続四球、さらなる失策で２点を返しま

すが、試合を終えることはできません。また、８回裏には先頭の田中啓が二塁打で出塁し、相手の失策に続く併殺打の間に１点

追加します。

８回から登板した古谷は、１安打を許すも無失点に抑えます。しかし９回表、一死から四球を出すと、次打者に安打を放たれ一

三塁とされます。このまま終わりたいところですが、ここで味方の失策により１点を失い、その後の内野ゴロの間にもう１点追

加されます。しかし最後はファーストゴロに抑え試合終了、１０ー６で勝利いたしました。


